
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

47,082,778平均値 59.9 65.4 65.7 65.0 66.8平均値 45.8 48.9 50.3 49.8 50.9

当該値 38.3 40.8 40.9 43.0 46.2

H29 H25 H26

当該値 43,240,299 43,517,803当該値 63.6 65.0 63.3 65.5 72.0

H27 H28 H29

　五島地域は、人口減少が著しく、少子・高齢化
も急速に進行しており、患者の医療ニーズも変化
してきていることから、地域の医療における当院
の役割を明確にし、地域の医療機関、介護施設や
行政等との一層の連携強化を図り、将来を見据え
た医療提供体制を構築する。
　また、看護師等の医療従事者の確保は引き続き
厳しい状況が続いており、今後の退職予定者数の
見込みを踏まえ、計画的な確保に努めるととも
に、附属診療所では確保が難しいため、採用・配
置を当院で検討する。
　今後も、当院では施設改修、医療機器更新が集
中し、資金収支の悪化が見込まれており、資本的
支出の増加は減価償却費を増加させ、経常収支を
悪化させるため、収益確保や経費節減など経営の
健全化に努めていく。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

45,025,421 44,789,727 44,975,112

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 40,264,615 41,593,368 42,578,034 45,645,830

全体総括

平均値 23.2 23.2 23.9 23.8 23.9平均値 54.0 55.6 54.8 55.8 56.1

25.3当該値 58.3 60.4 62.6 66.0 63.8

平均値 48,203

当該値 27.1 25.5当該値 9,233 9,380 9,144 8,477 9,06232,092 33,250 25.9 25.2当該値 32,751

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 11,941 12,272 13,096 13,552 13,79250,510 50,958

2. 老朽化の状況について

　①により施設全体の老朽化は類似病院平均以下
だが、当院は平成14年2月に新築移転してから16
年が経過し、空調設備は老朽化により故障が多
く、効率も落ちてきたため、平成29年度から空調
設備の改修工事を行っている。また、機械備品に
ついては、②から分かるように老朽化が進みつつ
ある。今後、高額医療器械及び電子カルテの更新
が必要なことから、器械備品については計画的な
更新を努めていく。
　「③1床当たりの有形固定資産」については、
高額な機器の新規購入が無かったため、ほぼ横ば
いとなっている。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

48,921 50,413

72.6 73.5

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

85.3 80.7 73.1 76.3 80.7 平均値92.2 90.2 91.1 90.1 89.6 平均値 70.6 71.3

32,643 32,312

63.8 62.5

平均値 99.0 97.7 98.0 97.2 97.0 平均値

0.0 0.0 0.0 当該値 63.5 69.481.4 78.2 79.9 当該値 0.0 0.0

70.5

当該値 102.8 101.3 97.8 95.5 96.6 当該値 87.1 84.2

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　①、②については、診療単価が増加したことに
より改善しており、④から分かるように病床利用
率が減少しているため、類似病院平均値を下回っ
ている。⑤については、当院が10対1入院基本料
を算定していること及び高額な手術等をあまり実
施していないこと等が類似病院平均値を大きく下
回っている要因と考えている。⑥については、当
院の紹介率が28％と低いことから検査等を要しな
い外来患者数が多いことが類似病院平均値を大き
く下回っている要因と考えている。⑦について
は、当院は類似病院平均値を大きく上回っている
ことから病床数に見合う職員配置の給与費分の入
院収益が得られていない。引き続き入院患者の増
加に努めていく。⑧については、近年横ばいであ
るが、類似病院平均値を上回っている。引き続き
医薬品及び診療材料の切り替え等により削減に努
めていく。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

67.2

230

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　五島地域の中核病院として5疾病・5事業のう
ち、がん医療、急性心筋梗塞医療、精神科医療、
離島・へき地医療、一般救急医療、周産期医療、
災害医療を提供、また、脳卒中医療、糖尿病医
療、小児救急医療も一部提供しており、リハビリ
テーション医療、結核・感染症対策も実施してい
る。在宅医療は、他の医療機関が担っており、当
院では急性増悪時等の入院医療など後方支援を
行っている。

- 20,410 非該当 １０：１ 230 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 16 - ド 透 訓 救 臨 感 へ 災 輪 60 4 304

- 10 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 学術・研究機関出身 230

経営比較分析表（平成29年度決算）
長崎県長崎県病院企業団　五島中央病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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②器械備品減価償却率(％)
【67.6】
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【45,442,498】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】


